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学校でピカソを“鑑賞”
郷ノ浦中で遠隔授業

灯火監視者2人に感謝状
灯台記念日に唐津海保

８㌔と３㌔の2コースで秋満喫
原の辻ウォーク＆収穫祭

初山・志原両駐在所が優勝
壱岐署ミニ広報紙等コンクール

20
日
に
合
唱
祭

郷
ノ
浦
中
学
校

2012 大創業祭2012 大創業祭2012 大創業祭
高級家具、B級家具が超特価！

世界の名品・カリモク家具・フランスベッドチェーン店

ヨシノヤ家具店　TEL 44-5555（石田町）

～確かな価値との出会い～
ベッド選びはマットから

フランスベッドの高密度スプリングマット
で最高の眠りを！熟睡は健康の源です！
※からだがよろこぶベッドがあります。

信頼される店

下
條
友
久
氏
と
堀
江
孝
氏
が
受
章

＝
本
年
度
・
秋
の
叙
勲
＝

コースを楽しみ高校生

堀江孝氏 下条友久氏

スタートした海都くんコース 8km

ピカソの名作を観る生徒たち

○
市
人
事
異
動

　
本
年
度
・
秋
の
叙
勲
受
章
者

が
３
日
に
発
表
さ
れ
た
。

　
本
市
か
ら
は
地
方
自
治
功
労

に
よ
り
、
石
田
町
印
通
寺
浦
、

元
同
町
議
会
議
員
、
下
條
友
久

氏
（
87
）
と
同
町
石
田
南
触
、

元
同
町
議
会
議
員
・
堀
江
孝
氏

（
82
）
の
２
人
が
旭
日
双
光
章

を
受
賞
し
た
。

　
下
條
氏
は
町
議
会
議
員
を

６
期
24
年
間
務
め
、
こ
の
間

に
議
長
を
2
期
務
め
る
な
ど
、

旧
石
田
町
の
町
政
振
興
は
も

と
よ
り
、
本
市
の
発
展
に
尽

力
。
下
條
氏
は
「
周
囲
の
人

た
ち
、
町
内
の
人
た
ち
の
協

力
、
お
蔭
で
在
任
中
は
大
過

な
く
勤
め
る
こ
と
が
出
来
た
。

家
族
を
含
め
皆
に
感
謝
し
て

い
る
」
な
ど
と
話
し
た
。

　
堀
江
氏
は
同
町
議
会
議
員

を
５
期
20
年
間
務
め
、
こ
の

間
に
議
長
を
１
期
務
め
る
な

ど
、
旧
石
田
町
の
町
政
の
活

性
化
は
も
ち
ろ
ん
、
市
勢
の

振
興
に
尽
力
、
堀
江
氏
は
「
南

触
、
本
村
触
の
両
地
域
か
ら

支
え
ら
れ
、
職
務
を
遂
行
す

る
こ
と
が
出
来
た
。
南
触
の

皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
本
村

触
の
皆
さ
ん
に
も
感
謝
し
て

い
る
」
な
ど
と
語
っ
た
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
一
支
國
研
究

会
主
催
の
原
の
辻
ウ
ォ
ー
ク

２
０
１
２
が
4
日
、
原
の
辻
遺

跡
の
周
辺
を
歩
く
は
る
の
ち
ゃ

ん
コ
ー
ス
３
㌔
と
海
都
く
ん

コ
ー
ス
８
㌔
の
２
コ
ー
ス
で
行

わ
れ
、
３
㌔
の
部
に
83
人
、
8

㌔
の
部
に
99
人
の
親
子
連
れ
ら

が
参
加
し
て
遺
跡
一
帯
を
散
策

し
た
。

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
原
の

辻
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
出
発
し
て
、

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
通
過
。

海
都
く
ん
コ
ー
ス
は
▽
石
田

発
祥
の
地
▽
石
田
城
跡
▽
万

葉
公
園
▽
原
の
辻
遺
跡
内
・
主

祭
殿
、
土
器
溜
り
、
は
る
の

ち
ゃ
ん
コ
ー
ス
は
▽
安
国
寺

▽
大
塚
山
古
墳
▽
一
支
国
博

物
館
・
展
望
室
▽
玉
主
売
（
た

ま
ぬ
し
め
）
の
墓
―
の
各
4
か

所
を
巡
り
な
が
ら
歩
い
て
同

ガ
イ
ダ
ン
ス
に

ゴ
ー
ル
、
認
定
証

の
交
付
を
受
け

た
。
　

　
ゴ
ー
ル
の
後

は
、
豚
汁
、
炊
き

込
み
飯
、
焼
き
そ

ば
、
焼
き
魚
・
ぜ

ん
ざ
い
と
、
地
産

地
消
の
食
材
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
っ
て

調
理
さ
れ
、
参
加

者
ら
に
振
る
舞
わ

れ
た
。
８
㌔
の

コ
ー
ス
を
家
族
や

近
所
の
人
た
ち
と

歩
い
た
尾
関
孝
人

さ
ん
（
58
）
は
「
い

い
コ
ー
ス
で
歩
き

や
す
か
っ
た
し
、

距
離
も
ち
ょ
う
ど

よ
く
楽
し
く
歩
け

た
。
起
伏
、
変
化

が
あ
り
、
ま
た
歩
き
た
い
と

思
っ
た
。
振
る
舞
わ
れ
る
食
べ

物
も
と
て
も
お
い
し
く
食
べ
ま

し
た
」
な
ど
と
話
し
た
。
友
人

4
人
で
参
加
、
同
様
に
8
㌔
を

歩
い
た
山
中
利
子
さ
ん
（
58
）

は
「
皆
で
秋
の
景
色
を
楽
し
み

な
が
ら
無
理
な
く
歩
け
ま
し

た
。
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
や
ム
カ
ゴ
な

ど
色
々
な
季
節
の
も
の
が
あ

り
、
こ
れ
を
見
つ
け
な
が
ら
歩

く
の
も
ま
た
楽
し
か
っ
た
。
収

穫
祭
の
料
理
は
ど
れ
も
薄
味
で

お
い
し
か
っ
た
。
焼
き
た
て
の

黒
米
の
ポ
ン
菓
子
も
と
て
も
い

い
で
す
ね
」
な
ど
と
、
食
事
の

手
を
休
め
て
話
し
て
く
れ
た
。

　
11
月
1
日
は

「
灯
台
記
念
日
」

で
、

今

年

で

１
４
４
周
年
。

　
唐
津
海
上
保

安
部
は
１
日
、

壱
岐
海
上
保
安

署
で
、
灯
火
監

視
協
力
者
と
し

て
「
壱
岐
郷
ノ

瀬
灯
台
」
を
20

年
５
か
月
に

わ
た
り
見
守

り
、
船
舶
の
航

行
の
安
全
に
尽

力
し
て
き
た
郷

ノ
浦
町
初
山
東

触
、
会
社
員
・
日
高
林
洋
さ
ん

（
55
）
＝
写
真
右
＝
に
海
上
保

安
庁
長
官
表
彰
。

　
同
様
に
「
千
代
ケ
瀬
灯
標
」

を
10
年
９
カ
月
の
間
、
監
視
し

航
行
の
安
全
に
寄
与
し
て
き
た

同
町
長
島
、
フ
ェ
リ
ー
み
し

ま
元
船
長
、
西
村
清
春
さ
ん

（
65
）
＝
同
左
＝
に
唐
津
海
上

保
安
部
長
表
彰
が
星
野
誠
同
保

安
部
長
か
ら
送
ら
れ
た
。

　
二
人
は
「
家
か
ら
見
え
る
と

こ
ろ
に
灯
台
（
灯
標
）
が
あ
り
、

日
々
監
視
し
て
い
ま
す
。
船
の

安
全
に
は
無
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
で
す
か
ら
、
や
り
が
い

が
あ
り
ま
す
。
や
れ
る
間
は
見

守
っ
て
い
き
た
い
」
な
ど
と
話

し
た
。

　
長
崎
市
の
県
美
術
館
、
釜
山

市
立
美
術
館
と
通
信
回
線
を
結

ん
だ
遠
隔
授
業
が
29
日
、
郷
ノ

浦
中
学
校
で
あ
り
、
同
校
の
１

年
生
１
０
０
人
が
県
美
術
館
所

蔵
作
品
の
魅
力
に
触
れ
た
。

　
遠
隔
地
域
の
生
徒
に
美
術
へ

の
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と

県
美
術
館
が
毎
年
開
催
。
釜
山

と
結
ん
で
行
う
の
は
、
昨
年
８

月
に
両
美
術
館

が
交
流
協
定
を

締
結
し
て
か
ら

２
度
目
。
釜
山

市
立
美
術
館
で

は
、
同
市
の
ハ

ン
バ
ダ
中
学
校

の
１
、
２
年
生

１
２
０
人
も
参

加
し
た
。

　
県
美
術
館
で

は
、
チ
ー
フ
エ

デ
ュ
ケ
ー
タ
ー

の
塩
田
貴
之
さ

ん
が
パ
ブ
ロ
・

ピ
カ
ソ
作
の
絵

「
鳩
の
あ
る
静

物
」（
１
９
４
１

年
）
を
紹
介
。

絵
を
見
て
感
じ

た
こ
と
や
何
が

描
か
れ
て
い
る

か
問
い
掛
け

た
。

　
同
校
の
生
徒
た
ち
は
通
信
回

線
を
使
っ
て
絵
を
観
察
し
、「
ハ

ト
が
い
る
」
「
色
が
カ
ラ
フ
ル

だ
」
な
ど
と
意
見
を
述
べ
て
い

た
。

2
歳
の
男
児
が

三
類
感
染
症

　
壱
岐
保
健
所
管
内
で
こ
の
ほ

ど
、
２
歳
の
男

児
が
三
類
感
染

症
（
腸
管
出
血

性
大
腸
菌
感
染

症
）
を
発
症
し

た
。
現
在
は
回

復
し
て
い
る
と

い
う
。

　
壱
岐
保
険
所

は
市
民
に
、
調

理
や
食
事
前
、

ト
イ
レ
や
オ
ム

ツ
交
換
の
後
な

ど
に
は
、
手
洗

い
を
流
水
と
石

け
ん
で
丁
寧
に

洗
い
、
清
潔
な

タ
オ
ル
か
ペ
ー

パ
ー
タ
オ
ル
手
を
ふ
く
。

　
浴
槽
は
洗
浄
し
て
清
潔
に
保

ち
、
下
痢
症
状
が
み
ら
れ
る
場
合

は
入
浴
を
控
え
る
か
、
シ
ャ
ワ
ー

浴
ま
た
は
最
後
に
入
浴
す
る
。

　
汚
染
部
分
や
人
の
手
が
触
れ

る
部
分
（
ド
ア
ノ
ブ
等
）
を
消

毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
等
で
丁
寧
に

消
毒
す
る
。
　

　
肉
、
魚
、
野
菜
な
ど
の
生
鮮

食
品
は
新
鮮
な
も
の
を
購
入

し
、
賞
味
期
限
を
守
る
。
ま
た

調
理
は
十
分
に
加
熱
（
食
品
の

中
心
音
頭
を
75
度
、
１
分
以

上
）
し
て
す
ぐ
に
食
べ
る
よ
う

に
し
、
保
存
す
る
場
合
は
冷
蔵

庫
に
入
れ
る
―
と
予
防
を
訴
え

て
い
る
。

　
ま
た
、
早
期
に
診
断
、
治
療

を
受
け
る
こ
と
が
重
症
化
や
二

次
感
染
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が

る
。
自
己
診
断
で
下
痢
止
め
薬

を
服
用
し
た
り
せ
ず
、
症
状
が

あ
る
と
き
は
速
や
か
に
医
療
機

関
を
受
診
す
る
。

　
壱
岐
署
の
ミ
ニ
広
報
誌
コ
ン

ク
ー
ル
が
先
月
末
、
①
ミ
ニ
広

報
紙
部
門
②
交
番
・
駐
在
所
速

報
部
門
の
2
部
門
で
開
か
れ
、

ミ
ニ
広
報
紙
部
門
は
初
山
駐
在

所
、
交
番
・
駐
在
所
速
報
部
門

は
志
原
駐
在
所
が
優
勝
し
た
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
警
察
と
地
域

を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
壱
岐

署
の
駐
在
所
・
署
所
在
地
に
勤
務

す
る
警
察
官
が
作
成
、
発
行
し
て

い
る
ミ
ニ
広
報
紙
、
交
番
・
駐
在

所
速
報
の
作
成
技
術
の
向
上
と
、

優
れ
た
広
報
紙
等
の
評
価
を
―
の

趣
旨
で
行
わ
れ
た
。

　
会
場
の
同
署
小
会
議
室
に
９

駐
在
所
な
ど
が
作
成
し
た
広
報

紙
と
速
報
を
展
示
し
、
同
署
員

ら
が
審
査
し
た
。
ミ
ニ
広
報
紙

の
部
の
2
位
は
那
賀
駐
在
所
、

速
報
部
門
の
2
位
は
鯨
伏
駐
在

所
が
選
ば
れ
た
。

　
広
報
紙
部
門
で
優
勝
し
た
初

山
駐
在
所
・
平
林
知
宏
巡
査
長

＝
写
真
左
＝
と
速
報
部
門
で
優

勝
し
た
志
原
駐
在
所
・
中
里
豊

巡
査
長
＝
同
右
＝
は
「
今
後

は
、
よ
り
見
や
す
く
わ
か
り
や

す
い
紙
面
、
見
出
し
や
字
の
サ

イ
ズ
も
工
夫
し
て
地
域
の
住
民

皆
に
読
ん
で
も
ら
え
る
も
の
に

し
た
い
」
な
ど
と
、
こ
れ
か
ら

の
紙
面
づ
く
り
へ
の
意
欲
を
の

ぞ
か
せ
た
。

　
郷
ノ
浦
中
学
校
・
合
唱
祭
が

20
日
午
後
１
時
か
ら
４
時
25
分

ま
で
、
文
化
ホ
ー
ル
・
大
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
る
。

【
係
長
級
】

▽
総
務
部
総
務
課
総
務
班
係

長
・
（
旧
・
市
民
病
院
医
事
班

係
長
）
平
田
勝
久

▽
市
民
病
院
庶
務
班
係
長
兼
医

事
班
係
長
・
（
旧
・
市
民
病
院

庶
務
班
係
長
）
浦
加
美
啓
吾

【
嘱
託
職
員
】

▽
企
画
振
興
部
観
光
商
工
課
課

長
補
佐
（
観
光
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
）
・
（
新
規
採
用
）
日
髙
艹

敎（
以
上
１
日
付
）

【
退
職
】

▽
市
民
病
院
看
護
師
・
田
嶋
恵

利
奈

（
10
月
31
日
付
）


